
志

摩

の

出

家

赤

櫨

の

山

人

志
摩
智
朗
は
償
侶
に
鋳
る
と
問
・
6
無
く
、
松
ケ
枝
小
皐
林
に
来
た
の
で
ゐ
っ
た
。
其
の
直
寸
前
ま
で
、
耐
舘
商
舶
串

校
に
入
皐
し
て
ゐ
た
。
商
船
皐
校
の
卒
業
放
行
は
、
海
外
貿
易
見
習
い
だ
そ
う
で
、
彼
は
同
級
生
全
部
と
一
所
に
、
何

丸
三
か
に
乗
っ
て
、
上
海
や
香
港
は
無
論
の
こ
と
、
南
は
ジ
ジ
ガ
ポ

1
Y
、
ポ
Y
ネ
オ
、
北
は
浦
盤
、

一
コ
ラ
イ
ヱ
フ

ス
ク
遁
・
9
ま
で
、
宇
年
も
航
海
を
績
け
て
、
や
っ
と
馬
闘
に
無
事
に
入
港
し
た
が
、
彼
は
何
思
ふ
た
か
猫
b
瓢
然
と
し

て
無
断
で
般
か
ら
上
つ
℃
、
其
の
遁
b
を
無
茶
十
一
h

茶
に
歩

3
廻
つ
℃
、
遂
に
萩
に
行
っ
て
、
其
慮
の
法
華
寺
に
頼
ん
で
、

弟
子
と
潟
っ
て
終
っ
た
と
の
こ
三
で
あ
っ
た
。

何
故
、
志
摩
が
、
突
然
舶
か
ら
上
っ
て
、
世
拾
人
に
錦
っ
た
か
。
何
故
馬
闘
に
上
陸
し
た
か
、
其
れ
は
明
瞭
に
は
聴

か
無
か
っ
た
、
然
し
糸
月
が
、
彼
か
ら
折
々
聴
い
た
談
ぞ
綜
合
す
れ
ば
、
略
そ
れ
を
察
せ
ら
れ
る
謹
は
あ
る
。

志
摩
は
、
東
北
の
或
市
の
生
れ
で
あ
っ
た
。
其
所
は
、
美
人
系
と
し
て
有
名
の
場
所
で
あ
る
。
彼
に
は
、
隣
人
ど
う

し
の
幼
臨
み
の
愛
狂
し

3
娘
、
が
あ
っ
た
。
雨
人
は
物
ご
、
み
が
剣
る
様
に
な
っ
て
、

一
一
暦
に
愛
し
合
っ
て
ゐ
た
。

彼
が
商
舶
皐
校
に
ゐ
る
聞
に
、
何
時
し
か
、
娘
は
す
っ
か
b
盟
、
が
出
来
上
っ
て
、
美
し
き
も
一
倍
に
な
っ
て
来
た
。
志

摩
の
心
は
遮
っ
て
ゐ
た
。
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所
が
、
志
摩
に
取
っ
て
、
樗
〈
ぺ
主
、
哀
し
む
べ
き
事
が
、
突
然
に
起
っ
て
来
た
。
娘
の
家
は
志
摩
の
家
梓
富
ん
で

ゐ
な
か
っ
た
。
娘
の
親
は
、
何
等
雨
人
の
心
を
察
す
る
所
は
無
か
っ
た
。
或
は
、
そ
れ
粍
深
い
事
情
守
知
る
由
も
無
か

っ
た
の
か
も
知
れ
向
。
無
邪
気
で
、
人
の
好
い
娘
は
、
念
に
談
が
遊
ん
で
、
土
地
出
身
の
或
高
等
官
の
妾
に
貰
ら
れ
て
、

速
い
山
陽
の
果
の
、
或
地
の
某
官
舎
近
く
に
、
聞
は
れ
の
身
と
な
る
乙
ご
に
決
っ
た
。

志
摩
は
、
世
も
あ
ら
ず
驚
き
悲
し
ん
だ
。
然
し
十
八
、
九
歳
の
皐
業
中
の
彼
に
、
如
何
ご
も
す
る
業
は
無
か
っ
た
。

従
順
な
娘
は
、
無
論
親
に
反
抗
す
る
様
な
自
覚
心
を
持
つ
筈
は
な
か
っ
た
。

汽
車
の
無
か
っ
た
東
北
の
族
を
、
娘
は
一
人
寂
し
く
怖
に
乗
っ
て
、
建
3
闘
の
港
を
指
し
て
出
立
し
た
。
志
摩
は
、

秘
密
に
、
娘
を
誌
・
り

f
k、
幾
伎
を
重
ね
て
、
訟
に
或
所
ま
で
行
っ
て
、
査
き
ね
別
れ
を
惜
み
乍
ら
、
警
へ
方
な
き
悲

哀
を
も
っ
て
漸
く
に
踊
っ
て
来
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
除
b
の
月
白
を
悲
哀
の
う
も
に
還
っ
て
、
漸
く
卒
業
航
海
の
放
に

上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

志
摩
が
、
般
か
ら
上
っ
た
目
的
は
、
言
は
ず
と
最
早
卒
業
近
く
な
っ
た
か
ら
、
彼
女
を
訪
れ
て
、
何
と
か
し
て
、
郷

里
に
連
れ
戻
る
矯
め
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
彼
が
其
の
附
近
で
、
其
の
ま
、
、
、
縁
も
無
き
寺
の
門
を
叩
い
て
、

聞
学
生
委
か
ら
速
か
に
、
様
。
の
髪
を
剃
・
0
落
し
て
、
墨
染
め
の
法
衣
に
、
数
珠
ぞ
つ
ま
「
る
哀
れ
な
委
に
襲
っ
た
に
は
．

更
に
哀
れ
な
最
後
の
幕
。
か
あ
っ
た
ら
し
く
想
は
れ
る
。



彼
が
、
糸
月
に
、
此
の
生
命
し
き
物
語
b
を
錯
す
時
に
は
、
彼
は
決
つ
で
眼
底
に
涙
を
宿
し
て
ゐ
た
。
ぞ
う
し
て
其

の
務
は
、

い
つ
も
笑
の
中
に
泣
い
て
わ
た
。

彼
は
机
の
引
出
し
か
ら
、

時
に
一
知
万
4T
取
ム
リ
出
し
て
、

白
く
光
る
切
先

を
‘
あ
る
深
い
表
情
で
眺
め
て
わ
た
。

彼
は
後
年
、
好
主
な
古
書
の
蒐
集
と
、
中
古
天
台
串
系
統
の
研
究
の
矯
め
専
心
し
っ
、
、
琵
琶
湖
昨
の
古
利
の
奥
ま

っ
た
書
院
に
、
誰
れ
に
ち
知
ら
れ
ず
持
病
の
脳
溢
血
で
死
ん
で
ゐ
た
。
誠
に
出
家
の
動
機
に
ふ
さ
は
し
い
、
悲
哀
を
そ

、
、
る
最
後
で
あ
っ
た
。

（
終
b
）
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